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 7. 浸水シミュレーション 

 7.1 シミュレーションモデル 

 7.1.1 浸水シミュレーションの概要 

浸水シミュレーションは、雨水管きょデータと標高データ（メッシュ）を用いて、雨水管きょ・

ポンプ施設等の一次元方向の水理計算と、地表面における二次元方向の氾濫
は ん ら ん

解析を連動して解析

を実施します。浸水シミュレーションを実施することで、降雨レベル（L1，L1’，L2）の違いによ

る浸水状況（浸水深や浸水範囲）を見える化します。計画降雨（L1）及び既往最大降雨（L1’）に

ついては、今後の具体的な浸水対策事業を定める際に、対策施設の効果の検証等に用いるものと

します。また、想定最大規模降雨（L2）については、内水ハザードマップ作成に用います。下記

に浸水シミュレーションでの浸水発生状況のイメージを示します。 

 
① 雨水管きょ 

 
② 雨水管きょ 

 
図 7.1 浸水シミュレーションイメージ図  

① 

雨水管きょ①は上流側で雨水管きょから溢水し、地表面での浸水が発生 

雨水管きょ②は下流側の低地部で溢水し、地表面での浸水が発生 

② 

高

低

浸水深

・・・ 雨水管きょ（下記、縦断図対象路線）

・・・ 雨水管きょ

水面 

水路底 

浸水箇所 

マンホール 

水路 

地表面 

水位線 
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出典：流出解析モデル利活用マニュアル 2017 年 3 月（公財）日本下水道新技術機構を加筆修正 

図 7.2 浸水シミュレーション（氾濫
は ん ら ん

解析モデル）の概念図 

 
  

マンホールから、地盤メッシュに溢水し、溢水
下雨水が地盤メッシュの低い方に流れる。 
また、管きょ内の水が低下すれば、マンホール
から管きょ内に溢水した雨水が戻る。 

各マンホールに
雨量データや流
達時間、流出係
数から算出した
流量を与える。 
（流量は全てマ
ンホール内から
管きょ内に流れ
込むと仮定） 
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 7.1.2 水路網モデル 

モデル構築した排水区内の水路網を以下に示します。水路網モデルでは、雨水管きょ、農業用

水路、準用河川等をモデル化し、水路の能力や下流の水位状況に応じた評価を行いました。 

 
図 7.3 水路網モデル  
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水路網モデルでは、水路の断面形状や寸法、水路底高の標高等を基にモデル化を行います。水

路の流れに沿って水路ごとの延長や高低差の関係についてもモデル化を行います。 

 

図 7.4 水路網図の縦断系統図 

 7.1.3 ポンプ施設モデル 

各雨水排水ポンプ場・排水機場のポンプ施設についてモデル化を行います。モデル化では、各

ポンプの能力や設置台数に加え、ポンプの起動水位及び停止水位等をモデル化します。排水先の

水位状況に応じてポンプの稼働状況を浸水シミュ―ションに反映します。 

 

 7.1.4 地表面氾濫
は ん ら ん

モデル 

国土地理院が公表する、「基盤地図情報（数値標高モデル：５m メッシュ）」の標高データを基

に地表面（２次元）のモデル化を行います。 

シミュレーションでは、三角形メッシュ群を用いた解析を行うことで、水路からあふれた水が

地盤の低い方向へ流れていく状況等を再現することができます。 

 

図 7.5 地表面氾濫
は ん ら ん

モデル（2D イメージ）  

地表面 

水路底 

水面 

三角形メッシュ群 
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 7.2 シミュレーション条件 

 7.2.1 降雨条件 

シミュレーションに用いる降雨条件を以下に整理します。 

 

表 7.1 各降雨の概要 

項目 降雨条件 

計
画
降
雨 

10 年確率降雨×1.1 倍：41.8mm/hr                 ７年確率降雨： 40.7mm/hr 

  L1 

照
査
降
雨 

既往最大降雨（2024 年 8 月 24 日）：87.0mm/hr 

 

L1’ 

照
査
降
雨 

想定最大規模降雨：130mm/hr 
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【重点対策地区】
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 7.2.2 外水位条件 

浸水シミュレーションでは、放流先である河川水位の上昇によって、雨水が排水できないこと

により発生する浸水現象も対象とすることから、河川水位の経時変化も加味してシミュレーショ

ンを行います。水位条件の設定は、「内水浸水想定区域図作成マニュアル（案）」に示される方法

を基本とします。 

各降雨に対するシミュレーションにおける水位条件は、計画降雨（L1）では、河川の計画高水

位（H.W.L）とし、既往最大降雨（L1’）では、河川水位についても過去最大の水位を観測した令

和元年東日本台風時の実績を用いるものとし、想定最大規模降雨（L2）では、河川水位も想定し

得る最大のリスクが生じるものとし、河川堤防高まで水位が上昇するものとしました。なお、水

位波形の設定は「実績降雨時の水位波形を引き伸ばし」を用いるものとしています。 

表 7.2 外水条件 

降雨 外水位 外水位波形 

計画降雨 L1 計画高水位（H.W.L） 
令和元年東日本台風時 

（ピーク水位合わせ）※１ 

照査降雨 L1’ 
既往最大 

令和元年東日本台風時 令和元年東日本台風時 

照査降雨 L2 

想定最大規模 

想定される最高水位 

河川堤防高 

令和元年東日本台風時 

（引き伸ばし）※２ 

※１：ピーク水位合わせ・・・ 

令和元年東日本台風時における河川水位の実績を時系列で整理し、当時の最高水位を

計画高水位へ補正します。 

※２：引き伸ばし・・・ 

令和元年東日本台風時における河川水位の実績を時系列で整理し、当時の最高水位を

河川堤防高まで引き伸ばし補正します。 

 

図 7.6 放流先河川等の水位設定  

（水位）

（時刻）

L2

浸水シナリオ
で設定する
ピーク水位

堤防高

計画高水位

令和元年東日本台風L1’

L1

ピーク水位合わせ

引き伸ばし
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 7.3 シミュレーション結果 

 7.3.1 計画降雨 L1（10 年確率降雨×1.1 倍：41.8mm/hr） 

 
 
 
 
  

 

１）基本事項等 

① 降雨 : 計画降雨 10 年確率降雨×1.1 倍 

浸水被害の発生を防ぐべき目標となる降雨で、概ね 10 年に１度程度発生する降雨に気候変

動による影響を考慮した降雨となります。千曲市ではピーク時の 1 時間に 41.8mm の降雨量、

ピーク時を含む約４時間に降雨量 49.8mm を設定しています。 

② 浸水想定手法 ： 浸水シミュレーション手法（「内水浸水想定区域図作成マニュアル（案）国

土交通省 令和３年７月」に示される浸水想定のうち「浸水シミュレーションによる浸水想

定」手法を採用します。） 

③ 境界条件 ： 排水先（河川）の水位・・・令和元年東日本台風時における河川水位の実績を

時系列で整理し、当時の最高水位を計画高水位へ補正します。 

④ 施設運転操作：雨水排水ポンプ場・樋門等・・・外水位に応じて運転規則による操作 

⑤ その他の計算条件等 ： 対象区域内の解析結果は５ｍメッシュで分割しています。 
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 7.3.2 計画降雨 L1（７年確率降雨：40.7mm/hr） 

 
 
 
 

  

 

１）基本事項等 

① 降雨 : 計画降雨７年確率降雨 

浸水被害の発生を防ぐべき目標となる降雨で、概ね７年に１度程度発生する降雨となりま

す。千曲市ではピーク時の 1 時間に 40.7mm の降雨量、ピーク時を含む約４時間に降雨量

49.8mm を設定しています。 

② 浸水想定手法 ： 浸水シミュレーション手法（「内水浸水想定区域図作成マニュアル（案）国

土交通省 令和３年７月」に示される浸水想定のうち「浸水シミュレーションによる浸水想

定」手法を採用します。） 

③ 境界条件 ： 排水先（河川）の水位・・・令和元年東日本台風時における河川水位の実績を

時系列で整理し、当時の最高水位を計画高水位へ補正します。 

④ 施設運転操作：雨水排水ポンプ場・樋門等・・・外水位に応じて運転規則による操作 

⑤ その他の計算条件等 ： 対象区域内の解析結果は５ｍメッシュで分割しています。 
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 7.3.3 照査降雨 L1’（既往最大降雨） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

１）基本事項等 

① 降雨 : 既往最大降雨 

計画降雨を上回る降雨時の浸水被害の軽減を図る目標の降雨で、市内で観測した実績で最も

大きい、2024 年 8 月 24 日の降雨となります。千曲市ではピーク時の 1 時間に 87.0mm の降

雨量、ピーク時を含む約４時間に降雨量 113.0mm を設定しています。 

② 浸水想定手法 ： 浸水シミュレーション手法（「内水浸水想定区域図作成マニュアル（案）国

土交通省 令和３年７月」に示される浸水想定のうち「浸水シミュレーションによる浸水想

定」手法を採用します。） 

③ 境界条件 ： 排水先（河川）の水位・・・令和元年東日本台風時の実績水位 

④ 施設運転操作：雨水排水ポンプ場・樋門等・・・外水位に応じて運転停止及び閉門 

⑤ その他の計算条件等 ： 対象区域内の解析結果は５ｍメッシュで分割しています。 




